
 

 

 

１ 不登校の初期対応・中長期対応を、組織的・計画的に 

 

 

 

 

 

 

 

 

芽室町不登校支援システム Ver.２ 概要 

3日間欠席、5日間欠席、30日欠席に

なったら、など児童生徒の様子や段階に応

じて対応します。 

対応の中核となる 

校内組織を学校の中に 

位置づけ、「ケース 

会議の招集」「他機 

関との連携」を担い、 

チームでの対応を 

行います。 

経過や対応、次の目 

標を、多様な学び個 

別支援計画へ位置づ 

けます。 

 

 

 

 

 

 

 

計画的 詳細は 17ページ～ 

計画的 

詳細は 19ページ～ 

○不登校の対応の中核は学校である。 

○保護者を含むケース会議が、対応の

方針を決める最高の意思決定機関で

ある 

○エビデンスのある、組織的・計画的

な不登校支援を 

キーワード 

組織的 

詳細は 15ページ～ 



 

 

 

 

 

 

２ アセスメントに基づくアプローチを 

不登校予防のアセスメント 学校が不登校のリスク要因を減らし、保護要因を

増やしているか把握するもの 

不登校予兆のアセスメント メンタルヘルスの悪化をとらえ、チーム対応を導

入するためのもの 

中長期対応の精度をあげる

ためのアセスメント 

児童生徒の現在の状況や、児童生徒の特性や発達

のタイプを知り、より本人に合ったアプローチを

するためのもの 

 

 

 

 

 

 

「体重計に乗らないダイエットはない、 

検査をしないで手術する医者はいない」 

アセスメントにより、①不登校に係るリスク要因と保護要因の状況を把握する、②不登校の

児童生徒の状況を把握する、③保護者を含むチームに共通理解・共通言語を生むことができ

ます。 

対 応 

ケース会議と個

別支援計画 

メンタル悪化へ

のチームでの早

期対応 

リスクを下げる

ための学校環境

改善、知識の提供 

（例）健康面のアセスメント 

（例）全員に行う定期的

な健康診断・健康教育 

（例）初期症状の気づきに 

対する受診 

（例）精密検査 

教育相談、 

学校風土尺度 

NiCoLi 

発達検査、対応ステージ

チェック、YSR等 

登校困難に係るアセスメント 

85％の児童生徒 

13％ 

２％ 

校内だけでない、地

域資源を必要に応じ

て活用する仕組み 

 

 

 

 

 

組織的 

詳細は 28 ページ～ 


